
山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

⑴
キ
ュ
ウ
リ

　

イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
に
起
源
を
も

ち
、
東
は
中
国
に
伝
播
し
、
華
南
と
華
北

で
別
々
に
生
態
分
化
し
ま
し
た
。
最
も
顕

著
な
差
が
雌
花
着
花
性
の
日
長
反
応
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ
の
雌
花
率

　

キ
ュ
ウ
リ
は
雌
雄
異
花
で
、
果
実
を
つ

け
る
雌
花
が
大
事
で
す
。
雌
花
を
つ
け
る

葉
腋
（
節
）
の
率
が
高
い
と
、
短
い
茎
に

多
く
の
果
実
を
つ
け
る
の
で
、
支
柱
に
よ

る
立
ち
作
り
が
可
能
で
、
集
約
的
な
栽
培

が
で
き
ま
す
。
雌
花
節
の
多
い
こ
と
を
一

般
に
（
高
）
節
成
り
性
と
呼
び
ま
す
。

　

華
南
系
と
華
北
系
の
最
大
の
違
い
は
、

節
成
り
性
に
対
す
る
日
長
の
影
響
の
有
無

で
す
。

　

華
南
系
キ
ュ
ウ
リ
は
、
短
日
下
で
は
選

抜
に
よ
り
節
成
り
性
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
長
日
下
で
は
節
成
り
性
を
高

め
ら
れ
ず
、
長
日
下
の
夏
作
で
は
立
ち
作

り
は
無
理
で
、
畑
に
這は

わ
せ
て
果
実
を
ま

ば
ら
に
つ
け
る
地
這
い
栽
培
が
主
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
華
北
系
キ
ュ
ウ
リ
は
雌
花
率

に
日
長
の
影
響
を
受
け
ず
、
長
日
下
で
節

成
り
性
品
種
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
違
い
は
た
っ
た
一
対
の
遺
伝

子
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
華
北
系
キ
ュ
ウ

リ
の
日
長
不
感
受
性
は
華
南
系
キ
ュ
ウ
リ

の
短
日
性
に
対
し
て
劣
性
で
す
。
ほ
か
の

形
質
で
も
華
北
系
遺
伝
子
は
華
南
系
に
対

し
て
劣
性
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
突
然
変

異
は
一
般
に
優
性
か
ら
劣
性
の
方
向
に
起

こ
る
の
で
、
華
南
系
が
キ
ュ
ウ
リ
の
原
型

で
、
突
然
変
異
の
蓄
積
で
華
北
系
が
分
化

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

両
者
の
長
日
性
の
違
い
を
生
ん
だ
の
は
、

華
北
と
華
南
の
気
候
差
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
華
南
は
夏
暑
く
、
キ
ュ
ウ
リ
は
果
菜

の
中
で
は
暑
さ
に
弱
い
の
で
、
春
～
初
夏

の
栽
培
が
適
し
、
花
性
が
決
定
さ
れ
る
若

苗
時
は
ま
だ
短
日
な
の
で
、
キ
ュ
ウ
リ
本

来
の
短
日
性
で
十
分
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
華
北
は
乾
燥
地
で
、
少
な
い
降

雨
量
の
半
分
以
上
が
７
～
８
月
に
集
中
す

る
の
で
、
夏
を
除
く
と
水
不
足
に
な
り
、

夏
の
気
温
も
そ
う
高
く
な
い
の
で
、
夏
が

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
に
適
し
ま
す
。
夏
中
心

の
栽
培
に
な
る
と
、
雌
雄
性
が
決
定
さ
れ

る
幼
苗
時
代
は
最
も
長
日
期
に
あ
た
り
、

長
日
下
で
も
雌
花
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
日
長
不
感
応
性
が
必
要
と
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

一
般
に
華
南
の
品
種
が
低
温
に
、
ま
た

華
北
の
品
種
が
高
温
に
強
い
の
も
こ
の
作

期
の
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
両
系
の
交
雑
育
種

　

中
国
か
ら
日
本
へ
の
渡
来
は
、
ま
ず
華

南
系
が
１
０
０
０
年
以
上
前
に
渡
来
し
ま

第
22
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

果
菜
類
⑷
　
ウ
リ
科
野
菜

キ
ュ
ウ
リ
、
メ
ロ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ス
イ
カ

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

～
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
～
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昭和30年東京大学農学部卒、同年農林省入省。九州農業試
験場でイチゴの品種改良、放射線育種場に移り、米国留学
研究を含めた、放射線生物研究論文で農学博士（東京大学）
受位。野菜試験場に移り、耐病性育種に関する研究で農林
水産大臣賞および園芸学会賞受賞。昭和63年野菜・茶業試
験場場長、平成₄年農林水産省退官後、タキイ研究農場長、
同園芸専門学校長を経て、平成16年退社。
著書：「野菜の生態と作型」（農山漁村文化協会）ほか。



し
た
が
、
苦
み
な
ど
の
せ
い
か
、
江
戸
時

代
ま
で
は
評
判
の
よ
い
野
菜
と
は
い
え
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
以
降
に
品
種
改

良
が
進
み
、
節
成
り
性
も
改
良
さ
れ
て
、

春
ま
き
で
は
早
熟
栽
培
か
ら
促
成
栽
培
ま

で
施
設
栽
培
が
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
前

述
の
よ
う
に
長
日
下
の
節
成
り
性
が
低
く
、

地
這
栽
培
が
主
で
し
た
。

　

一
方
、
華
北
系
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
導
入
さ
れ
、
当
初
は
移
植
に
弱

い
な
ど
の
理
由
で
夏
の
直
播
栽
培
な
ど
に

限
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
華
南
系
と
の
自
然

交
雑
に
よ
り
、
両
者
の
長
所
を
併
せ
も
っ

た
品
種
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
に
入
り
、
人
為
交
配
が
進
み
、
華

北
系
の
日
長
不
感
応
の
血
が
入
っ
た
、
長

日
下
で
も
節
成
り
性
の
高
い
「
夏
節
成
り
」

品
種
が
育
成
さ
れ
、
短
日
下
で
は
す
で
に

華
南
系
の
節
成
り
型
品
種
が
で
き
て
い
た

の
で
、
節
成
り
性
品
種
に
よ
る
周
年
栽
培

は
一
応
完
了
し
た
わ
け
で
す
。

華
南
系
と
華
北
系
の
果
実
形
質

　
一
般
に
華
北
系
は
、
果
皮
は
薄
く
、
肉

質
が
み
ず
み
ず
し
く
、
歯
切
れ
が
よ
く
、

生
食
に
適
し
て
い
ま
す
。
外
観
も
濃
緑
色

で
光
沢
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
華

南
系
は
、
果
皮
が
厚
く
、
肉
質
が
粘
質
で

歯
切
れ
が
悪
い
な
ど
、
生
食
向
き
に
は
欠

点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
サ
ラ
ダ
な
ど
の
キ
ュ
ウ
リ
需

要
が
増
え
る
と
と
も
に
、
華
南
系
が
主
で

あ
っ
た
短
日
下
で
の
栽
培
で
も
華
北
系
の

血
が
増
え
始
め
ま
し
た
。
華
北
系
の
欠
点

で
あ
る
根
群
の
弱
さ
は
カ
ボ
チ
ャ
台
木
を

使
っ
た
接
ぎ
木
で
カ
バ
ー
さ
れ
た
の
で
す
。

品
種
形
態
の
画
一
化

　

華
南
系
と
華
北
系
の
交
替
時
に
、
華
北

系
の
血
の
入
っ
た
品
種
を
市
場
で
簡
単
に

区
別
で
き
る
マ
ー
カ
ー
と
し
て
果
実
表
面

に
刺
（
い
ぼ
）
の
色
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

従
来
の
華
南
系
を
„
黒
い
ぼ
＂、華
北
系
を

„
白
い
ぼ
＂と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
果
実
表
面
に
ブ
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ

る
粉
（
ブ
ド
ウ
と
同
じ
）
の
な
い
方
が
光

沢
が
よ
い
と
い
う
の
で
、
白
い
ぼ
・
ブ
ル

ー
ム
レ
ス
キ
ュ
ウ
リ
が
市
場
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
で
現
在
の
キ
ュ
ウ
リ

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
外
観
で
、
果
実
の
大
き

さ
も
重
さ
１
０
０
ｇ
程
度
、
長
さ
20
㎝
強

で
す
。
こ
れ
は
熟
果
の
半
分
以
下
の
大
き

さ
で
生
長
の
最
盛
期
で
す
。
こ
の
若
さ
が

生
食
に
適
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
店
頭
で
は
年
中
同
じ
に
見

え
る
キ
ュ
ウ
リ
で
す
が
、
過
去
何
千
年
を

か
け
て
中
国
の
南
北
で
別
々
に
発
達
し
た

両
群
を
わ
ず
か
１
０
０
年
足
ら
ず
の
間
に

日
本
で
融
合
し
た
、
新
し
い
品
種
群
な
の

で
す
。
品
種
改
良
の
力
を
認
識
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

作
型
に
関
す
る
作
物
特
性

生
育
環
境

　

適
温
は
昼
温
が
25
～
28
℃
、
夜
温
が
13

～
17
℃
と
さ
れ
、
施
設
栽
培
で
の
夜
温
は

最
低
12
～
13
℃
を
保
ち
ま
す
。
霜
に
は
一

度
遭
う
だ
け
で
枯
死
し
ま
す
。
ま
た
乾
燥

も
嫌
い
ま
す
。

収
穫
開
始
ま
で
の
日
数
と
収
穫
期
間

　

播
種
か
ら
収
穫
ま
で
45
～
60
日
で
、
ほ

か
の
ウ
リ
科
お
よ
び
ナ
ス
科
野
菜
に
比
べ

て
は
る
か
に
早
く
収
穫
で
き
ま
す
。
若
ど

り
し
て
連
続
収
穫
し
ま
す
の
で
、
３
～
４

カ
月
程
度
は
収
穫
を
継
続
で
き
ま
す
。

主
要
作
型
と
特
徴

　

温
暖
地
に
お
け
る
基
本
作
型
を
次
頁
第

１
図
に
示
し
ま
し
た
。
寒
・
寒
冷
地
や
暖

地
の
作
期
は
気
温
に
応
じ
て
前
後
し
ま
す
。

作
型
名
は
第
20
回
第
１
図
に
準
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
普
通
栽
培
と
呼
ば
れ
て
い
た
露

↑華南系キュウリ「半
はん

白
じろ

節
ふし

成
なり

」。　果皮が厚く黒
いぼの形質をもつ。

↑華北系の四葉キュウリ
「鈴

すず

成
なり

四
すう

葉
よう

」。　果皮が
薄く果実がみずみずし
く生食に向く。

↑キュウリでは最も一般的な夏秋作（写
真「Ｖシャイン」収穫、岡山県、７
～８月）。

↑８月以降の気温下降期に収穫する。
ハウス栽培が一般的（写真「京し
ずく」収穫、８月下旬～９月中旬、
福島県）。

現在の市場では、華北系の血をひく
生食向きの「白いぼ」系で

ブルームレスのキュウリが占めています。
形状も重さ100ｇ程度、

長さ20㎝強と均一化されています。
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地
早
ま
き
栽
培
は
ト
マ
ト
よ
り
収
穫
開
始

の
早
い
キ
ュ
ウ
リ
で
は
、
何
と
か
成
立
し

ま
す
が
、
や
は
り
次
の
早
熟
栽
培
（
露
地

植
え
）
が
一
般
的
な
栽
培
で
し
ょ
う
。
以

後
、
半
促
成
か
ら
促
成
と
進
み
ま
す
。

　

抑
制
栽
培
は
８
月
以
降
の
気
温
下
降
期

に
収
穫
す
る
も
の
で
、
露
地
栽
培
で
は
９

月
末
で
収
穫
を
打
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
ハ
ウ
ス
抑
制
が
一
般
で
す
。

ハ
ウ
ス
は
高
温
期
に
は
雨
よ
け
用
に
役
立

ち
ま
す
。

⑵
メ
ロ
ン
（
西
洋
メ
ロ
ン
）

　

多
く
の
変
種
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
（
網
メ
ロ
ン
）
の
み
を

取
り
上
げ
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
の
最
高
級
品
種
と
し
て

＇
ア
ー
ル
ス
フ
ェ
ボ
リ
ッ
ト
＇（
伯
爵
の
お
気

に
入
り
）
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
伯
爵

を
ア
ー
ル
と
呼
ぶ
の
は
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で

す
。
日
本
に
は
大
正
時
代
に
導
入
さ
れ
、

光
・
温
度
・
湿
度
な
ど
を
精
密
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
温
室
で
し
か
栽
培
で
き
な
い

の
で
、
温
室
メ
ロ
ン
と
呼
ば
れ
ま
す
。＇
プ

リ
ン
ス
メ
ロ
ン
＇
で
西
洋
メ
ロ
ン
へ
の
急

傾
斜
が
始
ま
る
と
、
究
極
を
ね
ら
う
の
は

当
然
で
、
そ
の
後
ほ
か
の
変
種
も
素
材
と

し
な
が
ら
育
種
が
進
め
ら
れ
、
温
室
メ
ロ

ン
に
近
い
品
質
を
も
ち
な
が
ら
多
湿
に
耐

え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
で
栽
培
で
き

る„
ハ
ウ
ス
メ
ロ
ン
＂と
呼
ば
れ
る
品
種
群

が
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

＇
プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
＇
な
ど
、
マ
ク
ワ
ウ

リ
の
血
の
濃
い
品
種
を
„
露
地
メ
ロ
ン
＂

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ト
ン
ネ
ル

な
ど
の
簡
易
被
覆
が
多
く
、
本
当
の
露
地

栽
培
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

急に消えた東洋メロン

　メロンはアフリカの乾燥地起源といわ
れますが、世界中に分布し、多くの変種
があります。
　日本のマクワウリは東洋メロンと呼ば
れる変種の一つで、水稲農耕の開始した
弥生前期には存在し、万葉集に出てくる
「瓜食めば子ども思ほゆ……」の瓜はマ
クワウリのことです。江戸時代まではウ
リといえばマクワウリでした。その後甘
さも向上し、重要な果物の地位を維持し
ていましたが、1962年に西洋メロンとの
交配品種‘プリンスメロン’が発表され
て以降、純粋の東洋メロンは急速に姿を
消しました。現在は栽培されていない作
物ですが、その歴史に敬意を表して記し
ます。

←
マクワ「金太郎」。
1960年代まではウ
リといえば「マク
ワ」のことだった。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 産地主要品種例

Ｖシャイン、Ｖアーチ、Ｖロード、
夏ばやし、つや太郎、
ＶＲ夏すずみ、夏すずみ、
シャキット、豊美１号、
豊美２号、大望、ビュースター

Ｖシャイン、Ｖアーチ、
夏ばやし、豊美１号、
豊美２号、大望、ビュースター
Ｖシャイン、夏のめぐみ、
フロンティア、光のしずく

つや太郎、春栄、
ズバリ163

ハイグリーン21、春栄

Ｖアーチ、豊美２号
京しずく、ゆうみ（結実）637 、
ズバリ163
ハイグリーン21、
千秀、ＺＱー７

ハイグリーン21、
極光607、久輝

第１図　温暖地におけるキュウリの基本作型

　：播種 　：本圃 　：収穫期間 ：トンネル　：冷床育苗 　：温床育苗
：雨よけ ：保温 ：加温

　：定植

露地早まき栽培

早熟栽培

露地植え

トンネル定植

半促成栽培

無加温

加温

促成栽培

抑制栽培

露地

ハウス無加温

ハウス加温
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作
型
に
関
す
る
作
物
特
性

　

適
温
は
25
～
30
℃
、
夜
温
も
15
～
20
℃

と
高
温
性
で
、
空
気
・
土
壌
と
も
に
多
湿

を
嫌
い
ま
す
。

温
室
メ
ロ
ン
の

作
型
と
特
徴

＇
ア
ー
ル
ス
フ
ェ
ボ
リ
ッ
ト
＇
を
用
い
た

精
密
栽
培
で
す
。
温
室
構
造
も
採
光
に
工

夫
し
た
屋
根
だ
け
で
な
く
、
排
水
・
保
水

の
容
易
な
隔
離
床
利
用
が
一
般
的
と
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
専
用
温
室
を
用
い
た
周

年
栽
培
で
、
着
果
節
位
を
調
節
す
る
た
め
、

春
夏
秋
冬
別
に
、＇
ア
ー
ル
ス
フ
ェ
ボ
リ
ッ

ト
＇
内
の
分
離
系
統
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。ハ

ウ
ス
・
露
地
メ
ロ
ン
の

作
型
と
特
徴

　

作
型
名
は
第
20
回
第
１
図
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　

露
地
早
ま
き
栽
培
や
早
熟
栽
培
の
露
地

植
え
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

早
熟
栽
培
（
ト
ン
ネ
ル
定
植
）
は
＇
プ

リ
ン
ス
メ
ロ
ン
＇
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

促
成
・
半
促
成
栽
培
と
ハ
ウ
ス
抑
制
栽

培
に
は
ハ
ウ
ス
メ
ロ
ン
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑶
カ
ボ
チ
ャ

　　

カ
ボ
チ
ャ
と
呼
ば
れ
る
野
菜
は
３
つ
の

植
物
種
を
含
み
、
西
洋
カ
ボ
チ
ャ
、
日
本

カ
ボ
チ
ャ
お
よ
び
ペ
ポ
カ
ボ
チ
ャ
で
す
。

　

３
種
と
も
ア
メ
リ
カ
大
陸
起
源
で
す
が
、

西
洋
カ
ボ
チ
ャ
が
中
央
高
原
起
源
で
冷
涼

・
乾
燥
を
好
み
、
日
本
カ
ボ
チ
ャ
は
中
・

南
部
低
地
起
源
で
高
温
・
多
雨
に
耐
え
、

ペ
ポ
カ
ボ
チ
ャ
は
中
間
的
で
す
。

　

日
本
カ
ボ
チ
ャ
は
大
変
作
り
や
す
い
カ

ロ
リ
ー
源
野
菜
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
か
ら
第
２
次
大
戦
ま
で
食
糧
不
足
対

策
に
も
使
わ
れ
た
貴
重
野
菜
で
し
た
。
し

か
し
、
１
９
６
０
年
ご
ろ
か
ら
食
味
が
よ

く
栄
養
価
で
も
勝
る
西
洋
カ
ボ
チ
ャ
に
圧

倒
さ
れ
、
今
で
は
わ
ず
か
に
和
食
料
亭
で

営
業
用
に
扱
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。

西
洋
カ
ボ
チ
ャ
の
作
型

　

起
源
地
を
反
映
し
冷
温
性
で
、
適
温
は

昼
温
が
20
～
23
℃
、
夜
温
が
10
～
15
℃
で

多
湿
を
嫌
い
ま
す
。
そ
こ
で
高
温
期
の
栽

培
は
ほ
と
ん
ど
北
海
道
が
占
め
ま
す
。
低

温
期
の
施
設
利
用
は
と
い
う
と
、
温
床
を

除
く
と
ト
ン
ネ
ル
程
度
で
ハ
ウ
ス
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

貯
蔵
・
輸
送
が
容
易
な
の
で
、
１
～
５

月
の
需
要
は
沖
縄
の
ほ
か
南
半
球
を
含
む

海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
し
た
が
っ
て
作
型
は
早
熟
（
露
地
植

え
）、早
熟
（
ト
ン
ネ
ル
定
植
）、露
地
抑
制

栽
培
な
ど
で
す
。

ほ
か
の
カ
ボ
チ
ャ
の
作
型

　

日
本
カ
ボ
チ
ャ
は
営
業
用
に
小
規
模
な

が
ら
、
ま
た
ペ
ポ
カ
ボ
チ
ャ
の
一
種
で
あ

る
ズ
ッ
キ
ー
ニ
（
イ
タ
リ
ア
語
）
は
未
熟

果
利
用
で
、
貯
蔵
・
輸
送
が
困
難
な
の
で
、

促
成
か
ら
ハ
ウ
ス
抑
制
ま
で
周
年
作
型
が

存
在
し
ま
す
。

⑷
ス
イ
カ

　

ス
イ
カ
は
野
生
植
物
と
し
て
ア
フ
リ
カ

砂
漠
地
帯
に
分
布
し
、
中
央
ア
ジ
ア
な
ど

の
乾
燥
地
帯
に
水
替
わ
り
作
物
と
し
て
栽

培
化
が
進
み
、
日
本
に
は
15
～
16
世
紀
に

導
入
さ
れ
、
短
期
間
に
普
及
し
ま
し
た
。

　

起
源
・
発
展
地
を
反
映
し
て
、
高
温
、

多
日
照
、
乾
燥
条
件
を
好
み
、
土
壌
も
通

気
性
を
求
め
ま
す
。

　

５
～
８
月
が
総
生
産
量
の
90
％
を
占
め
、

出
荷
用
作
型
は
早
熟
栽
培
（
ト
ン
ネ
ル
・

ハ
ウ
ス
定
植
）
が
一
般
的
で
す
。
雨
を
嫌

う
の
で
、
保
温
の
必
要
が
な
く
な
っ
て
も

雨
よ
け
と
し
て
被
覆
を
続
け
た
い
の
で
、

小
ト
ン
ネ
ル
よ
り
大
ト
ン
ネ
ル
が
、
さ
ら

に
は
ハ
ウ
ス
の
方
が
よ
く
、
半
促
成
栽
培

（
無
加
温
）
に
進
み
ま
す
。
暖
地
に
は
促

成
栽
培
も
小
規
模
な
が
ら
み
ら
れ
ま
す
。

↑主にトンネル定植で行われる（写
真「パンナ」５月定植、７月下旬
～８月収穫、山形県）。

↑ハウス利用が一般的（写真「レノ
ン」12月定植、５月収穫、熊本県）。

↑高温期の栽培のほとんどを北
海道産が占める（写真「ほっ
こり」収穫、８月、北海道）。

↑５～８月が総生産量の９割を占めるス
イカ（写真「紅まくら」収穫期、７月
中旬～８月、秋田県）。
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